
AMED
長寿科学研究開発事業

事業背景

事業目標

2022（R4）年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度 2026（R8）年度

高齢者の生活機能および累積型フレイルティ等を
継続的に評価できる汎用的な手法開発

サルコペニアを改善させるテーラーメイドの栄養療法に関する研究

進行中の研究
終了した研究

高齢者における要介護状態の悪化メカニズムおよび
介入効果解明を目的とする前向きコホート研究（2027（R9）年まで）

高齢者のフレイルに対する評価指標と
新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者に対する最適なリハビリテーションと栄養管理のための、
超音波による簡易的骨格筋量評価アルゴリズムの開発

要介護認定審査におけるプロセス等を
サポートするシステム開発に係る研究

遠隔からの在宅療養者の身体観察を
可能とする生体指標観察システムの
開発研究

介護予防に資する加齢に伴う
機能低下の評価手法に関する
開発研究

開かれたデータベースシステムを
活用し ICT等を用いた効果的な
介護予防サービスの産官学共同開発

高齢者看護ケア提供のためのAI 技術等を
活用した動作支援プログラムの開発研究

CHASE・VISIT 等データを用いた
ケアに係るCDS開発

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構
疾患基礎研究事業部 疾患基礎研究課

〒100-0004
東京都千代田区大手町１-７-１
読売新聞ビル22階
MAIL：longev.sci@amed.go.jp

長寿科学研究開発事業
事業紹介ページ

　日本は 2040 年を見据え、増加し続ける高齢者人口とともに生産年齢人口が急減す
る局面を迎えようとしています。
　また、世帯構成の変化も顕著であり、独居高齢者の増加も懸念されています。
　来たる社会環境の中で、老いや高齢者特有の疾患などを抱えつつも、高齢者がその
人らしい生活を送るためには、適切な医療と介護による支援が必要ですが、今後、医
療と介護人材の確保がさらに難しくなることが予想されます。
　そのため、限られた人材や資源で効率的かつ質が担保された医療と介護の提供と、
国民自らが介護を必要とする状態の予防に取り組める簡易な技術、手法及び重度化を
防止する方法などの研究開発が求められています。

1　高齢者に特有の疾患・病態・徴候（例：フレイル、サルコペニア等、以下「疾患等」
という。）に着目し、老年医学の観点から健康寿命延伸に寄与する予防手法の開発を
目標としています。

2　加齢に伴う身体機能の低下や日常的に高頻度で遭遇する疾患等により介護を要す
る状態であっても、生活の質の維持、向上が図れるケアの手法や評価方法の開発を
目標としています。

3　質の高い医療・介護サービスが普遍的に提供できる社会基盤の整備に貢献する研
究成果の創出を目標としています。

4　高齢者の生活に直結する研究成果を産出し、研究成果の社会実装の推進を目標と
しています。

日本医療研究開発機構（AMED）は、
「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」
を目指し、産学官が一丸となった医療の研究開発を進めています。

研究課題一覧
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「長寿科学研究開発事業」体制図

老年内科部
部長

国立長寿医療研究センター

佐竹 昭介

和歌山県立医科大学
医学部公衆衛生学講座
准教授

牟礼 佳苗

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

運動器AIシステム開発学講座
特任准教授

東京大学 医学部附属病院

岡 敬之

高齢者のフレイルに対する評価指標と新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者のフレイルに対する評価指標と新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者に対する最適なリハビリテーションと栄養管理のための、超音波による簡易的骨格筋量評価アルゴリズムの開発

2023
研究開始年度 研究終了予定年度

2027

大阪大学 大学院 医学系研究科
老年・総合内科学
教授

山本 浩一

国立健康・栄養研究所
栄養・代謝研究部
主任研究員

畑本 陽一

国立長寿医療研究センター 
研究所 老化疫学研究部
部長

大塚 礼

2024
研究開始年度 研究終了予定年度

2025

2024
研究開始年度 研究終了予定年度

2026

高齢者における要介護状態の悪化メカニズムおよび介入効果解明を目的とする前向きコホート研究

高齢者の生活機能および累積型フレイルティ等を継続的に評価できる汎用的な手法開発

サルコペニアを改善させるテーラーメイドの栄養療法に関する研究

骨格筋量の定量評価は、高齢者の生命や機能の予後を推定する上で重要

なものですが、介護現場で簡便に利用可能な評価手法は、日本では未だ

確立されていません。本研究では人工知能と超音波を用いて、画像解析

を含む評価アルゴリズムを開発することを目的としております。

高齢者への最適なリハビリテーションと栄養管理の提供を目的とした
骨格筋量評価アルゴリズムの開発研究（AIと超音波を用いた医用画像解析の応用）

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる「健康寿命」

の延伸、さらに高齢者の「QOL（生活の質や人生の質）」の維持増進に

貢献するため、地域にお住まいの方々や入院患者の方々のご協力を得て、

年齢を重ねることで虚弱な状態になる「フレイル」の予防を目的とした、

細胞間の情報伝達を担う因子を標的として、早期の予知と診断を可能と

するバイオマーカーを開発します。

老いによる足腰の衰えと記憶力の低下は、介護が必要になる大きな要因

です。老いの進み方は人によって異なるため、それらの要因が悪化しや

すい人を早く見つけることができる客観的指標があると、介護予防に役

立ちます。本研究では、そのような指標を血液検査の中から探し、その

指標が電気刺激による筋肉トレーニング効果を反映するか否かを調べま

す。

高齢者のフレイルの早期予知・予防を可能とする
新規バイオマーカーの開発研究

認知機能の側面を含めたフレイルの血液バイオマーカーの探索
および予防介入への展開

要介護高齢者のケアを最適化する因子を解明する研究開発

内在的能力も評価可能なフレイルティ指標の多職種連携開発

サルコペニア患者における栄養療法確立のための基盤構築研究

超高齢社会の日本において、介護を受ける高齢者の介護状態を悪化させ

る因子や、悪化を防止する因子を発見し、より良い介護に活かすことが

求められています。本研究は、医療機関や介護施設の幅広い介護度の高

齢者を対象に、介護現場で用いられている科学的介護情報システム

（LIFE）の項目、行動分析センサーから得られた動画像、血液バイオマー

カーなどを分析し、介護度の悪化や改善に関連する因子を解明する研究

を行います。

評価者と利用者双方にとって負担が軽く、多職種間で情報共有可能、かつ

健常から終末期まで時系列的にフレイルティを評価できる汎用性の高い

指標が求められています。本研究は、フレイルティの定量化に加えて内在

的能力も評価する新しい指標を開発することで、個人のもつ潜在能力への

気づきを促すことにより、保健・医療・介護分野を通して個人の能力や資

源を生かした包括的フレイルティ対策を展開することを目標とします。

サルコペニアの主な罹患世代である高齢者において、その予防や改善に

資する栄養学的アプローチの研究が注目されています。エネルギー及び

たんぱく質摂取量は、特に有用であると考えられていますが、そのエビ

デンスレベルは非常に低く、明確な栄養療法の確立に至っておりません。

そこで本研究では、サルコペニア改善に資するエネルギーとたんぱく質

の必要量を明確にし、真の介入効果を検証するための基礎データの構築

を目指します。

PO（プログラムオフィサー）
浜松医科大学
医学部臨床看護学講座 教授

鈴木 みずえ

PS（プログラムスーパーバイザー）
介護老人保健施設ミレニアム桜台 施設長
筑波大学 名誉教授

飯島 節
日本は高齢者人口の増加と生産年齢人口の減少に直面し、独居高齢者の増加や医療・介護人材の不足など
が社会問題となっています。長寿科学研究開発事業では、高齢者が人生の最終段階に至るまで尊厳を保ち
ながらその人らしい生活を送れるよう、効率的かつ質が担保された医療・介護が提供される社会を目指し
て研究開発を進めています。サルコペニアやフレイルをはじめとする高齢者に特徴的な疾病と病態に着目
し、健康寿命延伸に寄与する予防方法の開発や、介護を要する状態であっても生活の質の維持向上が図れ
るケアの手法や評価方法の開発などに取り組んでいます。また、質の高い医療・介護サービスが普遍的に
提供できる社会基盤の整備に貢献する研究成果を創出し、研究成果の社会実装を推進します。

PO（プログラムオフィサー）
高知大学
医学部神経精神科学講座 教授

數井 裕光

予防対策の実施によるフレイルの
変化を反映する血液指標の探索

骨格筋電気刺激療法

身体機能低下
フレイル 認知機能低下

フレイルの程度を表す指標となる
血液候補分子の探索

要介護状態

健康
自立

死
加齢

高齢者のフレイルに対する評価指標とフレイル予防方法の確立に役立つバイオマーカーの開発

臨床情報、臨床検査データ、運動機能測定データ、生活
習慣状況、、ゲノム情報、血液内代謝産物など

期待される成果 ： 健康寿命の客観的指標として、介護予防に活かすことができる。

予
備
能
力

要支援・要介護の
至る危険性が高
まった状態

可逆的

食事・運動・治療

フレイル予防対策実施前後での評価

健康 フレイル フレイルと認知機能低下

研究対象：65歳以上

フレイル

テーマ１

テーマ2

フレイル
（身体的，精神・心理的，社会的）

介入により改善

健康寿命の延伸

予知・予防に応用できる
バイオマーカーの開発

要介護・寝たきり

悪化因子

改善因子

要支援 要介護

科学的介護情報
システム
（LIFE）

血液バイオマーカー
行動の動画像

行動分析センサー

解析

人工知能を用いて骨格筋の超音波画像から
筋肉量の推定を行い、治療や予防に役立てます。

骨格筋の超音波画像

正常 萎縮

• 累積数に加えて内在的能力
も評価

• 評価者と利用者双方の負担が
軽い ⇒35項目未満

• 健常から終末期まで
時系列的に利用可

• 多職種､非専門職でも評価可
個人向け結果表 (イメージ)

全
身
の
機
能

︵
総
合
評
価
︶

保
有
す
る
能
力

︵
心
身
の
能
力
︶

新指標の特徴

多職種で連携し、保健・医療・介護分野で利用可能な
新フレイルティ指標を開発し、手引きとともに公開します。

サルコペニア患者に必要なエネルギー
およびたんぱく質の摂取量を解明

サルコペニア改善に必要な栄養素等の探索

食事の介入研究による効果検証

サルコペニア改善への栄養レジメンの提案

課題：サルコペニアの改善に有効な食事とは？

Step 1

Step 2

Step

Step 4
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なものですが、介護現場で簡便に利用可能な評価手法は、日本では未だ

確立されていません。本研究では人工知能と超音波を用いて、画像解析

を含む評価アルゴリズムを開発することを目的としております。

高齢者への最適なリハビリテーションと栄養管理の提供を目的とした
骨格筋量評価アルゴリズムの開発研究（AIと超音波を用いた医用画像解析の応用）

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる「健康寿命」

の延伸、さらに高齢者の「QOL（生活の質や人生の質）」の維持増進に

貢献するため、地域にお住まいの方々や入院患者の方々のご協力を得て、

年齢を重ねることで虚弱な状態になる「フレイル」の予防を目的とした、

細胞間の情報伝達を担う因子を標的として、早期の予知と診断を可能と

するバイオマーカーを開発します。

老いによる足腰の衰えと記憶力の低下は、介護が必要になる大きな要因

です。老いの進み方は人によって異なるため、それらの要因が悪化しや

すい人を早く見つけることができる客観的指標があると、介護予防に役

立ちます。本研究では、そのような指標を血液検査の中から探し、その

指標が電気刺激による筋肉トレーニング効果を反映するか否かを調べま

す。

高齢者のフレイルの早期予知・予防を可能とする
新規バイオマーカーの開発研究

認知機能の側面を含めたフレイルの血液バイオマーカーの探索
および予防介入への展開

要介護高齢者のケアを最適化する因子を解明する研究開発

内在的能力も評価可能なフレイルティ指標の多職種連携開発

サルコペニア患者における栄養療法確立のための基盤構築研究

超高齢社会の日本において、介護を受ける高齢者の介護状態を悪化させ

る因子や、悪化を防止する因子を発見し、より良い介護に活かすことが

求められています。本研究は、医療機関や介護施設の幅広い介護度の高

齢者を対象に、介護現場で用いられている科学的介護情報システム

（LIFE）の項目、行動分析センサーから得られた動画像、血液バイオマー

カーなどを分析し、介護度の悪化や改善に関連する因子を解明する研究

を行います。

評価者と利用者双方にとって負担が軽く、多職種間で情報共有可能、かつ

健常から終末期まで時系列的にフレイルティを評価できる汎用性の高い

指標が求められています。本研究は、フレイルティの定量化に加えて内在

的能力も評価する新しい指標を開発することで、個人のもつ潜在能力への

気づきを促すことにより、保健・医療・介護分野を通して個人の能力や資

源を生かした包括的フレイルティ対策を展開することを目標とします。

サルコペニアの主な罹患世代である高齢者において、その予防や改善に

資する栄養学的アプローチの研究が注目されています。エネルギー及び

たんぱく質摂取量は、特に有用であると考えられていますが、そのエビ

デンスレベルは非常に低く、明確な栄養療法の確立に至っておりません。

そこで本研究では、サルコペニア改善に資するエネルギーとたんぱく質

の必要量を明確にし、真の介入効果を検証するための基礎データの構築

を目指します。

PO（プログラムオフィサー）
浜松医科大学
医学部臨床看護学講座 教授

鈴木 みずえ

PS（プログラムスーパーバイザー）
介護老人保健施設ミレニアム桜台 施設長
筑波大学 名誉教授

飯島 節
日本は高齢者人口の増加と生産年齢人口の減少に直面し、独居高齢者の増加や医療・介護人材の不足など
が社会問題となっています。長寿科学研究開発事業では、高齢者が人生の最終段階に至るまで尊厳を保ち
ながらその人らしい生活を送れるよう、効率的かつ質が担保された医療・介護が提供される社会を目指し
て研究開発を進めています。サルコペニアやフレイルをはじめとする高齢者に特徴的な疾病と病態に着目
し、健康寿命延伸に寄与する予防方法の開発や、介護を要する状態であっても生活の質の維持向上が図れ
るケアの手法や評価方法の開発などに取り組んでいます。また、質の高い医療・介護サービスが普遍的に
提供できる社会基盤の整備に貢献する研究成果を創出し、研究成果の社会実装を推進します。

PO（プログラムオフィサー）
高知大学
医学部神経精神科学講座 教授

數井 裕光

予防対策の実施によるフレイルの
変化を反映する血液指標の探索

骨格筋電気刺激療法

身体機能低下
フレイル 認知機能低下

フレイルの程度を表す指標となる
血液候補分子の探索

要介護状態

健康
自立

死
加齢

高齢者のフレイルに対する評価指標とフレイル予防方法の確立に役立つバイオマーカーの開発

臨床情報、臨床検査データ、運動機能測定データ、生活
習慣状況、、ゲノム情報、血液内代謝産物など

期待される成果 ： 健康寿命の客観的指標として、介護予防に活かすことができる。

予
備
能
力

要支援・要介護の
至る危険性が高
まった状態

可逆的

食事・運動・治療

フレイル予防対策実施前後での評価

健康 フレイル フレイルと認知機能低下

研究対象：65歳以上

フレイル

テーマ１

テーマ2

フレイル
（身体的，精神・心理的，社会的）

介入により改善

健康寿命の延伸

予知・予防に応用できる
バイオマーカーの開発

要介護・寝たきり

悪化因子

改善因子

要支援 要介護

科学的介護情報
システム
（LIFE）

血液バイオマーカー
行動の動画像

行動分析センサー

解析

人工知能を用いて骨格筋の超音波画像から
筋肉量の推定を行い、治療や予防に役立てます。

骨格筋の超音波画像

正常 萎縮

• 累積数に加えて内在的能力
も評価

• 評価者と利用者双方の負担が
軽い ⇒35項目未満

• 健常から終末期まで
時系列的に利用可

• 多職種､非専門職でも評価可
個人向け結果表 (イメージ)

全
身
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機
能

︵
総
合
評
価
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保
有
す
る
能
力

︵
心
身
の
能
力
︶

新指標の特徴

多職種で連携し、保健・医療・介護分野で利用可能な
新フレイルティ指標を開発し、手引きとともに公開します。

サルコペニア患者に必要なエネルギー
およびたんぱく質の摂取量を解明

サルコペニア改善に必要な栄養素等の探索

食事の介入研究による効果検証

サルコペニア改善への栄養レジメンの提案

課題：サルコペニアの改善に有効な食事とは？

Step 1

Step 2

Step

Step 4
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「長寿科学研究開発事業」体制図

老年内科部
部長

国立長寿医療研究センター

佐竹 昭介

和歌山県立医科大学
医学部公衆衛生学講座
准教授

牟礼 佳苗

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

2022
研究開始年度 研究終了予定年度

2024

運動器AIシステム開発学講座
特任准教授

東京大学 医学部附属病院

岡 敬之

高齢者のフレイルに対する評価指標と新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者のフレイルに対する評価指標と新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者に対する最適なリハビリテーションと栄養管理のための、超音波による簡易的骨格筋量評価アルゴリズムの開発

2023
研究開始年度 研究終了予定年度

2027

大阪大学 大学院 医学系研究科
老年・総合内科学
教授

山本 浩一

国立健康・栄養研究所
栄養・代謝研究部
主任研究員

畑本 陽一

国立長寿医療研究センター 
研究所 老化疫学研究部
部長

大塚 礼

2024
研究開始年度 研究終了予定年度

2025

2024
研究開始年度 研究終了予定年度

2026

高齢者における要介護状態の悪化メカニズムおよび介入効果解明を目的とする前向きコホート研究

高齢者の生活機能および累積型フレイルティ等を継続的に評価できる汎用的な手法開発

サルコペニアを改善させるテーラーメイドの栄養療法に関する研究

骨格筋量の定量評価は、高齢者の生命や機能の予後を推定する上で重要

なものですが、介護現場で簡便に利用可能な評価手法は、日本では未だ

確立されていません。本研究では人工知能と超音波を用いて、画像解析

を含む評価アルゴリズムを開発することを目的としております。

高齢者への最適なリハビリテーションと栄養管理の提供を目的とした
骨格筋量評価アルゴリズムの開発研究（AIと超音波を用いた医用画像解析の応用）

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる「健康寿命」

の延伸、さらに高齢者の「QOL（生活の質や人生の質）」の維持増進に

貢献するため、地域にお住まいの方々や入院患者の方々のご協力を得て、

年齢を重ねることで虚弱な状態になる「フレイル」の予防を目的とした、

細胞間の情報伝達を担う因子を標的として、早期の予知と診断を可能と

するバイオマーカーを開発します。

老いによる足腰の衰えと記憶力の低下は、介護が必要になる大きな要因

です。老いの進み方は人によって異なるため、それらの要因が悪化しや

すい人を早く見つけることができる客観的指標があると、介護予防に役

立ちます。本研究では、そのような指標を血液検査の中から探し、その

指標が電気刺激による筋肉トレーニング効果を反映するか否かを調べま

す。

高齢者のフレイルの早期予知・予防を可能とする
新規バイオマーカーの開発研究

認知機能の側面を含めたフレイルの血液バイオマーカーの探索
および予防介入への展開

要介護高齢者のケアを最適化する因子を解明する研究開発

内在的能力も評価可能なフレイルティ指標の多職種連携開発

サルコペニア患者における栄養療法確立のための基盤構築研究

超高齢社会の日本において、介護を受ける高齢者の介護状態を悪化させ

る因子や、悪化を防止する因子を発見し、より良い介護に活かすことが

求められています。本研究は、医療機関や介護施設の幅広い介護度の高

齢者を対象に、介護現場で用いられている科学的介護情報システム

（LIFE）の項目、行動分析センサーから得られた動画像、血液バイオマー

カーなどを分析し、介護度の悪化や改善に関連する因子を解明する研究

を行います。

評価者と利用者双方にとって負担が軽く、多職種間で情報共有可能、かつ

健常から終末期まで時系列的にフレイルティを評価できる汎用性の高い

指標が求められています。本研究は、フレイルティの定量化に加えて内在

的能力も評価する新しい指標を開発することで、個人のもつ潜在能力への

気づきを促すことにより、保健・医療・介護分野を通して個人の能力や資

源を生かした包括的フレイルティ対策を展開することを目標とします。

サルコペニアの主な罹患世代である高齢者において、その予防や改善に

資する栄養学的アプローチの研究が注目されています。エネルギー及び

たんぱく質摂取量は、特に有用であると考えられていますが、そのエビ

デンスレベルは非常に低く、明確な栄養療法の確立に至っておりません。

そこで本研究では、サルコペニア改善に資するエネルギーとたんぱく質

の必要量を明確にし、真の介入効果を検証するための基礎データの構築

を目指します。

PO（プログラムオフィサー）
浜松医科大学
医学部臨床看護学講座 教授

鈴木 みずえ

PS（プログラムスーパーバイザー）
介護老人保健施設ミレニアム桜台 施設長
筑波大学 名誉教授

飯島 節
日本は高齢者人口の増加と生産年齢人口の減少に直面し、独居高齢者の増加や医療・介護人材の不足など
が社会問題となっています。長寿科学研究開発事業では、高齢者が人生の最終段階に至るまで尊厳を保ち
ながらその人らしい生活を送れるよう、効率的かつ質が担保された医療・介護が提供される社会を目指し
て研究開発を進めています。サルコペニアやフレイルをはじめとする高齢者に特徴的な疾病と病態に着目
し、健康寿命延伸に寄与する予防方法の開発や、介護を要する状態であっても生活の質の維持向上が図れ
るケアの手法や評価方法の開発などに取り組んでいます。また、質の高い医療・介護サービスが普遍的に
提供できる社会基盤の整備に貢献する研究成果を創出し、研究成果の社会実装を推進します。

PO（プログラムオフィサー）
高知大学
医学部神経精神科学講座 教授

數井 裕光

予防対策の実施によるフレイルの
変化を反映する血液指標の探索

骨格筋電気刺激療法

身体機能低下
フレイル 認知機能低下

フレイルの程度を表す指標となる
血液候補分子の探索

要介護状態

健康
自立

死
加齢

高齢者のフレイルに対する評価指標とフレイル予防方法の確立に役立つバイオマーカーの開発

臨床情報、臨床検査データ、運動機能測定データ、生活
習慣状況、、ゲノム情報、血液内代謝産物など

期待される成果 ： 健康寿命の客観的指標として、介護予防に活かすことができる。

予
備
能
力

要支援・要介護の
至る危険性が高
まった状態

可逆的

食事・運動・治療

フレイル予防対策実施前後での評価

健康 フレイル フレイルと認知機能低下

研究対象：65歳以上

フレイル

テーマ１

テーマ2

フレイル
（身体的，精神・心理的，社会的）

介入により改善

健康寿命の延伸

予知・予防に応用できる
バイオマーカーの開発

要介護・寝たきり

悪化因子

改善因子

要支援 要介護

科学的介護情報
システム
（LIFE）

血液バイオマーカー
行動の動画像

行動分析センサー

解析

人工知能を用いて骨格筋の超音波画像から
筋肉量の推定を行い、治療や予防に役立てます。

骨格筋の超音波画像

正常 萎縮

• 累積数に加えて内在的能力
も評価

• 評価者と利用者双方の負担が
軽い ⇒35項目未満

• 健常から終末期まで
時系列的に利用可

• 多職種､非専門職でも評価可
個人向け結果表 (イメージ)
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新指標の特徴

多職種で連携し、保健・医療・介護分野で利用可能な
新フレイルティ指標を開発し、手引きとともに公開します。

サルコペニア患者に必要なエネルギー
およびたんぱく質の摂取量を解明

サルコペニア改善に必要な栄養素等の探索

食事の介入研究による効果検証

サルコペニア改善への栄養レジメンの提案

課題：サルコペニアの改善に有効な食事とは？
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Step 2

Step

Step 4
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AMED
長寿科学研究開発事業

事業背景

事業目標

2022（R4）年度 2023（R5）年度 2024（R6）年度 2025（R7）年度 2026（R8）年度

高齢者の生活機能および累積型フレイルティ等を
継続的に評価できる汎用的な手法開発

サルコペニアを改善させるテーラーメイドの栄養療法に関する研究

進行中の研究
終了した研究

高齢者における要介護状態の悪化メカニズムおよび
介入効果解明を目的とする前向きコホート研究（2027（R9）年まで）

高齢者のフレイルに対する評価指標と
新規介入手法の確立に資するバイオマーカー開発

高齢者に対する最適なリハビリテーションと栄養管理のための、
超音波による簡易的骨格筋量評価アルゴリズムの開発

要介護認定審査におけるプロセス等を
サポートするシステム開発に係る研究

遠隔からの在宅療養者の身体観察を
可能とする生体指標観察システムの
開発研究

介護予防に資する加齢に伴う
機能低下の評価手法に関する
開発研究

開かれたデータベースシステムを
活用し ICT等を用いた効果的な
介護予防サービスの産官学共同開発

高齢者看護ケア提供のためのAI 技術等を
活用した動作支援プログラムの開発研究

CHASE・VISIT 等データを用いた
ケアに係るCDS開発

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構
疾患基礎研究事業部 疾患基礎研究課

〒100-0004
東京都千代田区大手町１-７-１
読売新聞ビル22階
MAIL：longev.sci@amed.go.jp

長寿科学研究開発事業
事業紹介ページ

　日本は 2040 年を見据え、増加し続ける高齢者人口とともに生産年齢人口が急減す
る局面を迎えようとしています。
　また、世帯構成の変化も顕著であり、独居高齢者の増加も懸念されています。
　来たる社会環境の中で、老いや高齢者特有の疾患などを抱えつつも、高齢者がその
人らしい生活を送るためには、適切な医療と介護による支援が必要ですが、今後、医
療と介護人材の確保がさらに難しくなることが予想されます。
　そのため、限られた人材や資源で効率的かつ質が担保された医療と介護の提供と、
国民自らが介護を必要とする状態の予防に取り組める簡易な技術、手法及び重度化を
防止する方法などの研究開発が求められています。

1　高齢者に特有の疾患・病態・徴候（例：フレイル、サルコペニア等、以下「疾患等」
という。）に着目し、老年医学の観点から健康寿命延伸に寄与する予防手法の開発を
目標としています。

2　加齢に伴う身体機能の低下や日常的に高頻度で遭遇する疾患等により介護を要す
る状態であっても、生活の質の維持、向上が図れるケアの手法や評価方法の開発を
目標としています。

3　質の高い医療・介護サービスが普遍的に提供できる社会基盤の整備に貢献する研
究成果の創出を目標としています。

4　高齢者の生活に直結する研究成果を産出し、研究成果の社会実装の推進を目標と
しています。

日本医療研究開発機構（AMED）は、
「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」
を目指し、産学官が一丸となった医療の研究開発を進めています。
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